『たずねびと』③　　　（　　）組（　　）番　名前（　　　　　　　　　　）

静かに流れる川、夕日を受けて赤く光る水。
わたしはらんかんにもたれた。お兄ちゃんもせかさなかった。昼過ぎに、この橋を渡った時は、きれいな川はきれいな川でしかなかった。ポスターの名前が、ただの名前でしかなかったように。
どうして綾の気持ちが変化したのか考えよう。綾の気持ちになって考えてみよう。
書いてある文章を根拠に書かれていない登場人物の気持ちを考えよう
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めあて　綾の気持ちの変化を話し合おう





〇　１～４場面（広島に行く前）までの綾の気持ち


・　ポスターに自分と同じ名前があることにびっくりした。（107ページ５行目）


・　ポスターに自分と同じ名前があることが気になっている。


・　どうしてだれも、この子ことを覚えていないのか不思議に思った。（108ページ１行目）


・　「どうして何十年もだれもさがしにこないのかな。」と不思議に思っている（110ページ２行目）


・　広島に行けば、きっとアヤちゃんを見つけられるような気がした。（110ページ10行目）











〇　５～７場面（広島に行ってから）の綾の気持ち


　・　どうして綾は頭がくらくらしてきたのだろう。（111ページ13行目）


　・　どうして綾はモニターからどうしても目をはなせなかったのだろう。（114ページ９行目）


　・　おばあさんと出会って綾の気持ちはどのように変化したのだろう。











　


〇　８場面（最後）の綾の気持ち


メモに書いた「楠木アヤ」という文字を、また指でなぞった。その名前に、祈念館でめぐりあった子どもたちの顔が、次から次へと重なった。　


　そして、夢で見失った名前にも、いくつもいくつもおもかげが重なって、わたしの心にうかび上がってきた。


この文章から、綾がどんなことを考えていたと思いますか。





振り返り　今日の授業で学んだことや友達の意見を聞いて思ったことを中心に書こう








